














緒言 

昭和 57 年度の報告書で,新生児の外表奇形の神奈川県における実地調査の成績を用いて,

ポアソン確率による奇形数の経時的変動を監視する統計的方法が,先天性代謝異常症の場

合と同様に,外表奇形のモニタリングにも十分適用出来ることを示した。その要約は次の通

りである。 

(1)調査数(分母)を一定にする努力をすれば,奇形数(分子)を経時的に監視することでモニ

タリングが行える。 

(2）一過性の異常値をとらえる Z法,傾向としての異常変化をとらえる累積和法の適用にあ

っては,誤警報の危険率をそれぞれ 10%とした。 

(3)平均監視期間を自由に選択できる逐次検定法においては誤警報発令,異常値を見過す警

報不発令の危険率をそれぞれ10%とした。この観点からすると,Z 法は監視期間が最小単位

の 1ヵ月,累積和法はモニタリングを続けた監視期間すべてで行うことに相当する。しかし

ながら,監視期間 1ヵ月の逐次検定法より Z法の方が異常値の検出は鋭敏なようである。 

(4)Z 法による統計的警報が発令された場合のすべては,診断基準の誤解や報告漏れなどの

人為的誤りによるものか,10回に1度は90%信頼限界を越えるという統計的方法そのものに

因るものであった。多くの人為的な誤りは,このようなモニタリングが始められる初期には

ありがちなことで,監視が軌道に乗り次第,漸次なくなるものと期待される。 

本年度は神奈川県･大阪府の両実地調査の成績について,ポアソン確率による方法で比較検

討したところ,両調査ともに,ほぼ同様な経過を辿ったことがわかったので,それについて

報告する。 


